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8 月組合のあゆみ

理事会報告 理事会が開催され次の事項が審議されました。

［第７回理事会］� 令和8年８月２５日

●議案第１号　役員報酬審議会委員の選出について

●議案第２号　令和6年産酒造好適米最終精算払いについて

●議案第３号　令和6年産加工用うるち米・新市場開拓米（輸出米）最終精算払いについて

●議案第４号　令和6年産主食用米最終精算払いについて

●議案第５号　令和7年産カントリー米実績差数精算について

●議案第６号　役員に対する融資について

●議案第７号　就業規則の一部改正について

●議案第８号　組合員の異動について
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　カントリーエレベーター安全操業祈願祭がカ
ントリー事務所神棚前にて行われました。
　祈願祭には町・ＪＡ関係者など約 25名が出
席し、今年の豊作と安全操業を願い、当麻神社
の禰宜による神事が執り行われ玉串を捧げまし
た。
　続いて農協 3階大ホールにて、当麻町カント
リー利用協議会定期総会が開催され、羽根会長
より「昨年度の作柄を振り返りますと、記録的
な猛暑で稲の生育が早まり、9月４日から刈り
取りが始まったものの、茎数・草丈が伸びず病害虫の被害もあり、収量は予想を下回りましたが、米価は高
く推移し、農家経済には良い年となりました。
　本年度の作柄については、夜温が安定し防除も徹底されたことから、豊作が期待される一方で、非常に厳
しい販売環境が予想されます。こうした難局だからこそ、カントリーエレベーターの強みである白米販売に
力を入れ、安全・安心という付加価値を付けることで、生産者の手取り確保に農協とも協力し合いながら進
めていきたいと思いますので、どうぞご理解のほどよろしくお願いいたします。
　あと半月ほどで稲刈り作業、荷受作業が始まります。本年度においても、皆様方と協力し、事故なく、滞
りなくカントリーの運営を進めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。」と挨
拶のあと、令和 7年産優秀出荷者表彰が行われました。
　次に、坂下専務、村椿町長より来賓挨拶のあと北星 2区 菅野 安男氏が議長となり、令和 7年度事業報告
並びに決算報告、令和 8年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について審議されました。なお、役員
改選につきましては、全役員が留任となり、令和 8年・9年の執行体制となりました。

○令和 7 年度産優秀出荷者

８月２５日　カントリーエレベーター安全操業祈願祭
　　　　　当麻町カントリー利用協議会定期総会

団体賞　㈲ファインワークス 様 個人賞　中央１区　坂井　謙一 様

個人賞　伊香牛３区　稗田　敏和 様

新
役
員

会  長 中 央 ４ 区　 羽 根　  敏

副会長 宇園別３区 齋 田　 浩 二

中 央 ７ 区 山 下　 高 博

監  事 北 星 １ 区 梶 山　 雅 史

中 央 １ 区 高 橋　 利 文
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　「2026 とうま蟠龍まつり」が8月2日に当麻町公民館
まとまーる前特設会場にて開催されました。
　当日は、こども蟠龍太鼓でオープニングを飾り、アイ
ドルグループのライブやこどもの部・大人の部合わせて
10,000個のもちまき、地区対抗による「蟠龍玉入れ大
会」、当麻蟠龍太鼓保存会による「蟠龍太鼓」の演奏、
さらには当麻町蟠龍隊による「龍おどり」がクライマッ
クスを演出し、フィナーレの打ち上げ花火など、たくさ
んのイベントが行われました。
　また会場にはたくさんの露店が出店する中、当麻農協
青年部が参加し、暑い中焼き鳥、生ビールを買い求める
大勢のお客さんで賑わいました。メインイベントの一
つ、当麻音頭で踊る伝統の「千人踊り」には、JAからも
役職員が参加し、各団体や地区の皆さんと一緒に祭りを
盛り上げました。

８月２日 とうま蟠龍まつり

　第28回上川農業試験場公開デーが比布町上川農業試験
場にて行われました。
　普段は入ることのできない試験場の見学や田んぼと畑
のバスツアー、昔懐かしいドン菓子が配布されるなどの
イベントに地域の住民や休みの子供達が大勢訪れまし
た。
　また、地元特産品販売コーナーにて当麻町の特産品を
PRし、今摺米・でんすけすいかなどの農産物やハンドク
リーム、でんすけすいかバーを販売し、大勢の来場者の
方にPRすることができました。

８月５日 当麻町の特産品をＰＲ

　農協大ホールにて、生産組織代表と役職員合同による
農産物情勢報告を開催し、令和8年産米の需給見通しや
消費動向についての説明と、青果及び花きの出荷・販売
状況の報告と資材課より肥料の取りまとめについて説明
がありました。

８月１７日 生産組織代表者
農産物情勢報告

　農業センターによる水稲不稔調査を実施いたしまし
た。各圃場よりサンプルを採取した稲を、1本1本手で籾
に実が入っているかを確認。
　今年度の調査結果は昨年より1株当たりの平均穂数が
若干数多く、不稔割合は少ない結果となりました。

８月１７日
～１９日 水稲不稔調査を実施
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各部会現地研修会・出荷規格検討会各部会現地研修会・出荷規格検討会

８月 17日　稲作研究会現地研修会
場　所：ＬＰコート圃場　　伊香牛３区　阿部 寛之さん宅圃場
　　　　空育１９８号圃場　中央７区　　山下 高博さん宅圃場
　　　　上育４８５号圃場　中央４区　　羽根　 敏さん宅圃場
講　師：ジェイカムアグリ㈱　藤田技術普及顧問
　　　　上川農業改良普及センター　白井係長

　低コスト栽培の確認として LP コート側条一発施肥圃場及び栽
培試験を行っている空育 198 号、上育 485 号圃場にて現地研
修会を開催いたしました。
　長谷川会長の挨拶のあと、ジェイカムアグリ㈱　藤田技術普
及顧問より、省力・低コストのイネづくりを目指し「LPコート」
を用いた側状一発処理試験圃場では、資材コストを抑制しつつ、
生育後半まで安定した肥効を維持できることが確認されました。
　続いて、上川農業改良普及センター　白井係長より、試験栽
培を行っている空育 198号は、多収でありながら、倒伏しにくいという強みを持っており、生育調査の結果で
は、出穂期が「ななつぼし」よりも 8日ほど早く、早期収穫に期待できると報告がありました。

８月 13日　青年部現地研修会
場　所：南瓜省力栽培　 緑郷２区　太田部長圃場
　　　　湛水直播、乾田直播栽培
　　　　 開明４区　日下部副部会長圃場

　6月に続き、南瓜省力化栽培圃場および直播圃場での生育経
過を確認することを目的に、現地研修会が開催されました。
　職員より省力栽培の概要や令和 9年度に向けた課題の確認と
して、樹勢を保つ土壌作りを行うことや、早めの追肥が重要で
あると説明が行われました。

　年金友の会では、8月20日に35名の会員が参加し、エ
スコンフィールドにて日本ハムファイターズ×ソフトバ
ンクホークス戦を観戦してきました。試合は、延長戦に
もつれ込み、4時間半を超える熱戦は引き分けに終わり
ましたが、初めて参加される会員の皆様にも楽しんでい
ただきました。
　１月には温泉湯治を開催いたしますので、会員皆様の
ご参加をお待ちしております。

８月２０日 年金友の会　観楓会
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８月 18日　キュウリ部会中間規格検討会
　集荷場 2棟目にてキュウリ部会中間規格検討
会が開催されました。齋田部会長より「今年は
キュウリの単価が非常に高単価で推移していま
す。この勢いを維持するためにも、防除の徹底
や産地の信頼を保つために、ぜひ今日もう一度
目慣らしという形で再確認して、今後につなげ
ていただければと思います。」と挨拶の後、部会
担当者より出荷協定、出荷規格、出荷要領につ
いて説明が行われました。
　続けて、㈱埼玉原種育成会 森田氏より圃場巡
回をした際の生育状況として、「べと病」や「ハダニ」などの病害虫の防除の徹底や樹勢を維持するために遅い
時期までの追肥が呼びかけられました。
　最後に、野澤技師より気象経過と高温対策、病害虫への有効な薬剤の紹介がされました。

８月 24日　トマト部会現地研修会
場　所：緑郷１区　中原　正紀さん宅圃場
講　師：野澤技師

　栽培管理において、夜温低下に伴う裂果（割れ）対
策が重要であり、夕方の早めの閉め込みに加え、皮の
弾力性を高めるグリシンベタイン資材の活用が有効。
摘心については、最終収穫日から逆算した計画的な実
施が求められ、摘心により小粒玉の肥大が促進され、
規格の向上と日焼け果の防止に繋がります。肥培管理
では、ベースグリーンの発生を警戒して追肥を控える
ことによる樹勢低下への対策としてアミノ酸資材など
の活用により、窒素を抑えつつ樹勢を維持することが
重要。病害虫対策については、「葉かび病」や「サビダニ」
の発生が急増していることから、早期防除が呼びかけ
られました。

８月 24日　トマト部会中間規格検討会
　集荷場 3棟目にてトマト部会中間規格検討会が開催
されました。赤木部会長より「お盆を過ぎて出荷量が
増えてきています。これからいろいろな作業も重なっ
て忙しいとは思いますが、特に気をつけてほしいのは
「取り遅れ」がないようにお願いいたします。後半の出
荷量を確保するためにも最後まで出荷をよろしくお願
いします。」と挨拶の後、部会担当者より申し合わせ事
項、出荷協定、出荷規格、出荷要領について説明が行
われました。
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ススキや月見団子を供える行事
ブドウを使って仕込む酒
エックスとゼットのあいだ
カミの反対
北海道の市。監獄があったこと
で有名
悪いものが入っていないか、先
に食べて証明します
高橋真梨子のヒット曲「――吐
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羊の肉はマトン。子羊の肉は
落花生にはタンパク――も豊富
に含まれます
鹿児島県の桜島は活発に繰り返
しています
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令和8年度 JA当麻　野菜集荷場 受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。
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米集荷に伴う米穀課執務体制について
　米穀課職員は8月31日（月）より当分の間、中央7

区検査場及びカントリーに常駐しております。

　また、下見検査につきましても8月31日（月）より

検査場にて開設しております。（午前9時から午後4時）

【米穀関係各施設電話番号及び臨時回線】

　[検査場]　８４－３２０２／８４－４１９８
　[カントリーエレベーター ]　５８－８０２７

2026. 9月号 ● JA当麻

12


